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も
う
一
つ
の
大
技
が
「
中
間
層
免
震
」
だ
。

免
震
と
は
、
地
盤
と
建
物
の
間
に
震
動
を
吸

収
す
る
装
置
を
入
れ
て
、
地
震
力
を
な
る
べ

く
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
構
造
だ
。
通
常
の

免
震
層
は
、
建
物
の
一
番
下
に
つ
く
ら
れ
る
。

　
「
こ
の
建
物
の
最
大
の
特
徴
は
、
大
空
間

の
ホ
ー
ル
の
上
に
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
を
積
み

上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
」
と
話
す
の
は
、
設

計
・
監
理
を
手
が
け
た
日
建
設
計
の
岡
田
健

さ
ん
。
超
高
層
ビ
ル
に
建
て
替
え
つ
つ
、
歴

史
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
を
継
承
す

る
た
め
に
現
れ
た
難
題
が
、
超
高
層
ビ
ル
の

下
部
に
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
。

２
７
０
０
席
の
ホ
ー
ル
の
本
体
部
分
は
４
階

か
ら
８
階
に
ま
た
が
る
大
空
間
で
、
内
部
に

柱
が
な
い
。
こ
の
上
に
オ
フ
ィ
ス
を
20
層
以

上
も
積
み
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
組
み
込
ま

れ
た
大
技
が
「
メ
ガ
ト
ラ
ス
」
だ
。
メ
ガ
ト

ラ
ス
と
は
13
階
の
ス
カ
イ
ロ
ビ
ー
に
上
る
と

現
れ
る
黒
い
構
造
物
。
13
階
床
か
ら
15
階
の

床
ま
で
高
さ
約
20
ｍ
を
貫
く
、
計
24
本
の
ブ

レ
ー
ス
（
斜
材
）
や
水
平
材
か
ら
な
る
。
こ

れ
ら
は
15
階
か
ら
上
の
高
層
階
の
重
力
を
受

け
、
下
層
の
外
周
部
へ
と
流
す
役
割
を
持
っ

こ
こ
で
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
か
ら

鉄
骨
造
に
構
造
形
式
が
切
り
替
わ
る
、
ホ
ー

ル
と
オ
フ
ィ
ス
の
境
界
に
免
震
層
を
置
く
中

間
層
免
震
が
採
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
免
震
層
、
前
述
の
メ
ガ
ト
ラ
ス
に
集

ま
っ
た
巨
大
な
力
を
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

メ
ガ
ト
ラ
ス
を
受
け
る
建
物
外
周
16
本
の
太

い
柱
（
大
臣
柱
）
は
１
本
あ
た
り
６
０
０
０

ｔ
の
長
期
荷
重
を
支
持
す
る
。
東
京
タ
ワ
ー

に
使
用
さ
れ
て
い
る
鉄
骨
の
総
重
量
が
３
６

０
０
t
と
い
う
か
ら
、
そ
の
重
力
の
巨
大
さ

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。「
市
販
の
免
震
装
置
の

最
大
が
一
辺
１
・
６
ｍ
で
す
が
、
こ
こ
で
は

次
に
大
き
な
１
・
５
ｍ
角
の
も
の
を
大
臣
柱

１
本
あ
た
り
に
２
個
ず
つ
使
用
し
ま
し
た
」

と
岡
田
さ
ん
。
大
臣
柱
に
設
置
さ
れ
た
免
震

装
置
は
日
本
最
大
級
だ
。

て
い
る
。
メ
ガ
ト
ラ
ス
は
Ｓ
Ａ
４
４
０
と
い

う
鋼
材
で
で
き
て
い
る
。
実
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
主
な
鉄
骨
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
鉄
骨
用
鋼
材
の
約
１
・
５
倍
の
強

度
を
持
つ
。
最
大
の
板
厚
は
１
０
０
㎜
で
、

こ
れ
も
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
一
番
分
厚
い

部
分
と
同
じ
く
ら
い
だ
。

　
「
メ
ガ
ト
ラ
ス
の
溶
接
工
も
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
と
共
通
し
て
い
る
ん
で
す
」。
施
工

を
手
が
け
た
竹
中
工
務
店
の
岡
橋
稔
さ
ん
が

証
言
す
る
。
現
場
溶
接
を
手
が
け
た
溶
接
工

は
、
特
別
な
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
腕
利
き

ば
か
り
46
人
。
特
に
難
し
い
の
が
斜
め
に
取

り
付
く
鋼
材
同
士
の
溶
接
で
、
さ
ら
に
難
し

い
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
方
が
担
当
。
う
ち

10
人
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
円
形
の
鋼
管

の
溶
接
経
験
者
だ
っ
た
と
い
う
。「
現
場
溶

接
の
痕
は
削
っ
て
な
め
ら
か
に
し
よ
う
と
い

う
案
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
建
築
主
の
朝
日

新
聞
社
か
ら
『
が
ん
ば
っ
た
証
拠
を
残
し
て

は
ど
う
か
』
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
、
残

す
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
前
述
の
岡
田

さ
ん
。
溶
接
工
の
が
ん
ば
り
、
ぜ
ひ
目
で
見

て
確
認
を
！

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
は
ス
ゴ
い
…
…
。

建
築
の
専
門
家
の
間
で
は
、そ
ん
な
噂
を
耳
に
す
る
。

高
さ
２
０
０
ｍ
の
超
高
層
ビ
ル
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
は
ず
だ
が
、

果
た
し
て
何
が
す
ご
い
の
か
？　

完
成
直
前
の
タ
ワ
ー
に
お
邪
魔
し
て
、

設
計
や
工
事
に
関
わ
っ
た
方
に
、構
造
的
な
ス
ゴ
さ
や
工
事
の
難
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

す
る
と
地
下
か
ら
て
っ
ぺ
ん
ま
で
、投
入
さ
れ
た
技
術
と
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
あ
と
が
多
数
。

大
技
か
ら
小
技
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
タ
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
！　

誌
面
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
技
の
て
ん
こ
盛
り
な
の
だ
が
、

部
位
ご
と
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。

文
／
平
塚 

桂（
ぽ
む
企
画
）

１本あたり6,000tの重力に耐えられる、日本最大級の免震装置。
免震層はフェスティバルホールと中間層オフィスの間に。

た
か
ぎ
み
江
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
、建
築
ラ
イ
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト「
ぽ
む
企
画
」の
メ
ン
バ
ー
。『C

asa B
R
U
TU
S

』な
ど
建
築

専
門
誌
の
ほ
か一
般
誌
で
も
多
数
執
筆
。月
刊
島
民
で
も
、橋
の
見
方
を
解
説
し
た
連
載
な
ど
で
お
な
じ
み
。『
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
科
学
』（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
書
）で
は
、注
目
を
浴
び
る
建
築
の
構
造
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
。

溶接痕は１本の幅が6mmほど。メガ
トラス1箇所を接合するために重ね
た溶接は100周以上。気が遠くなる。

メガトラスが間近で見られる13階スカイロビーは必見。

11/28
オープン!

↑

↑

↑

何
度
も
言
う
け
れ
ど
、や
っ
ぱ
り
す
ご
い
。 

 
メ
ガ
ト
ラ
ス

1

日
本
で
最
大
級
の
免
震
装
置
を
採
用
。 

中
間
層
免
震

2

22万個のレンガ5

オフィスフロア3

ハットトラス4

メガトラス1

深さ86mの杭6

中間層免震2

だ
か
ら
、す
ご
い
!

中
之
島
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
タ
ワ
ー
の

建
築
学
。
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　総料理長の平松宏之さんから今回のお話をい
ただいたのは３年ほど前。関西に初めて出店す
るということで、いい緊張感をもって仕事をす
ることができました。
　お店は２つの部屋に分かれています。僕のデ
ザインは照明がポイントになることが多いんで
すが、今回もそう。北側の方はイチョウの木を
使用したタワーのような照明を、南側の方には
素材に錫を使用したシャンデリアがあります。
どちらも「大阪らしいものを」という僕なりの
アイデアです。同じ最上階には「フェスティバ
ルスイート」というカンファレンスルームもあ
り、パーティーのほか、会議などの際にも使わ
れます。パーティーと会議、両方に堪えられる
デザインというのは難しかったですね（笑）。
　フェスティバルタワーができることで人の流
れは確実に変わるでしょう。その一番上ですか
ら、大阪ならではで、かつ［ひらまつ］らしい
華やかさのあるデザインを意識しました。迫力
があって、どこかクスッと笑える遊び心もある。

「なんでこんなに照明大きいねん」とかね（笑）。
そんな風に突っ込んでもらってもいいですよ。

　　　デザイナー・
　　　森田恭通さんが語る

 ［ラ・フェット ひらまつ］の
 〝大阪イズム〟。
フェスティバルタワー最上階に入るのは、
関西初出店で注目される［ラ・フェット ひらまつ］。
その設計を手がけた森田恭通氏に、
デザインのポイントについて聞いた。

もりた・やすみち　1967年大阪生まれ。GLAMOROUS 
co., ltd.代表。2001年の香港プロジェクトを皮切りに、ニ
ューヨーク、ロンドン、上海など海外へも活躍の場を広げ、
インテリアに限らず、グラフィックやプロダクトといった幅
広い創作活動を行なっている。2011年にはプロダクトデ
ザイン会社 「code」も設立。

◎［ラ・フェット ひらまつ］のホームページは
http://www.hiramatsu.jp/lafete/

　

実
は「
中
之
島
の
一
等
地
だ
か
ら
」と
工
事
関
係
者
に
徹
底
し
た
の
が
服
装
や
マ

ナ
ー
。「
現
場
で
着
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
シ
ャ
ワ
ー
室
を
用
意
し
、き
ち
ん
と
し
た

服
装
で
通
勤
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。中
之
島
と
い
う
地
で
作
業
す
る
に
恥

じ
な
い
仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
、と
い
う
こ
と
で
す
」と
岡
橋
さ
ん
は
振
り
返
る
。「
工

事
中
の
足
場
シ
ー
ト
も
ど
う
や
っ
て
張
っ
た
の
か

と
驚
か
れ
る
く
ら
い
ピ
ン
と
張
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

中
之
島
の
誇
り
と
な
る
ビ
ル
を
生
み
出
す
た
め

に
、プ
ロ
セ
ス
か
ら
抜
か
り
な
く
養
わ
れ
て
き
た

品
格
。そ
の
心
意
気
も
た
た
ず
ま
い
に
表
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
興
味
深
い
の
が
、
ホ
ー
ル
な
ど
低

層
部
の
内
外
装
に
使
わ
れ
て
い
る
合
計
22
万

個
の
レ
ン
ガ
。
大
き
さ
は
幅
54
×
高
さ
13
・

５
×
厚
さ
８
㎝
と
、
外
装
レ
ン
ガ
で
は
日
本

最
大
。
１
個
あ
た
り
約
10
㎏
も
あ
る
。「
気
を

遣
っ
た
の
は
耐
震
性
能
で
す
。
地
震
で
レ
ン

ガ
の
か
け
ら
で
も
落
ち
た
ら
大
事
故
に
つ
な

が
る
の
で
」
と
岡
橋
さ
ん
。
実
物
大
の
モ
デ

ル
で
実
験
を
重
ね
、
積
み
方
や
鉄
筋
の
補
強

の
仕
方
、
目
地
の
入
れ
方
や
地
震
力
を
吸
収

す
る
隙
間
の
造
り
な
ど
を
検
証
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
の
は
、
２
０
０

９
年
竣
工
の
東
京
・
丸
の
内
「
三
菱
一
号
館
」

の
レ
ン
ガ
の
施
工
経
験
者
を
含
む
、
わ
ず
か

10
人
程
度
の
厳
選
さ
れ
た
職
人
さ
ん
。
し
か

　

15
階
か
ら
の
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
は
建
物
外

周
か
ら
約
15
ｍ
が
無
柱
で
、
天
井
高
が
３
ｍ
、

８
２
０
坪
も
の
面
積
を
正
方
形
に
近
い
形
で

持
つ
。
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な
こ
の
好
条
件
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
開
発
が
進
む
大

阪
で
も
、
完
成
前
か
ら
か
な
り
の
人
気
を
集

め
て
い
る
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
珍
し
く
、

四
隅
が
丸
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
ど
う

い
う
意
図
が
？　

岡
田
さ
ん
曰
く
「
朝
日
ビ

ル
や
朝
日
新
聞
ビ
ル
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
朝

日
新
聞
社
の
ビ
ル
と
、
共
通
す
る
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
」。
カ
ド
丸
は
朝

日
建
築
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
の
で
あ
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
部
分
の
構
造
形
式
は
、
フ
ロ
ア

中
央
部
に
９
本
並
ぶ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
鋼
管
に
充
填
し
た
も
の
）
の
柱
に
よ
る

コ
ア
と
、
外
周
面
に
１
・
８
ｍ
ピ
ッ
チ
で
並

ぶ
、
繊
細
な
Ｈ
型
鋼
に
よ
る
「
ラ
ー
メ
ン
構

造
」
の
フ
レ
ー
ム
を
大
梁
で
つ
な
い
だ
も
の
。

そ
し
て
各
フ
ロ
ア
の
コ
ア
に
「
制
振
ダ
ン
パ

ー
」
を
、
屋
上
に
は
「
ハ
ッ
ト
ト
ラ
ス
」
と

い
う
建
物
全
体
の
曲
げ
変
形
を
抑
制
す
る
構

造
体
を
設
置
。
中
間
層
免
震
に
加
え
、
さ
ら

な
る
耐
震
性
能
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　

中
之
島
の
工
事
と
い
う
こ
と
で
気
に
な
る

の
が
、
川
に
挟
ま
れ
た
地
盤
に
ど
う
超
高
層

ビ
ル
を
建
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
果
た

し
て
杭
は
ど
ん
な
も
の
を
？　

　
「
深
さ
86
ｍ
の
杭
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
現
場
で
掘
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち

も
一
つ
一
つ
手
で
積
ん
で
い
る
と
い
う
か
ら

驚
き
だ
。
ま
た
、
す
べ
て
の
レ
ン
ガ
を
焼
い

た
の
は
岐
阜
県
の
２
社
の
メ
ー
カ
ー
で
、
施

工
の
１
年
半
ほ
ど
前
か
ら
生
産
を
開
始
し
て

準
備
し
た
そ
う
だ
。

込
む
杭
と
し
て
は
大
阪
で
は
最
も
深
い
。
た

ぶ
ん
私
の
知
る
限
り
で
は
日
本
一
深
い
と
言

え
ま
す
」
と
岡
橋
さ
ん
。
そ
の
杭
は
地
下

32
・
５
ｍ
の
第
一
洪こ

う
せ
き
さ
れ
き
そ
う

積
砂
礫
層
（
支
持
層
）

を
越
え
、
52
ｍ
の
第
二
洪
積
砂
礫
層
も
越
え

た
、
第
三
洪
積
砂
礫
層
ま
で
到
達
。

さ
ら
に
杭
の
下
部
や
中
間
部
を
末
広
が
り
に

す
る
こ
と
で
、
支
持
す
る
力
を
増
し
て
い
る
。

「
深
い
杭
は
掘
る
時
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
る

と
周
り
か
ら
崩
れ
て
く
る
の
で
、
24
時
間
施

工
で
し
た
。
延
々
掘
り
続
け
て
も
約
３
日
間

か
か
る
ん
で
す
」。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

杭
の
50
ｍ
よ
り
36
ｍ
も
深
い
、
日
本
一
深
い

か
も
し
れ
な
い
杭
が
、
高
さ
２
０
０
ｍ
の
建

物
を
支
え
て
い
る
。

手
作
業
で
積
み
上
げ
ま
し
た
。

 

22
万
個
の

レ
ン
ガ

ま
と
め 

中
之
島
の
誇
り
と
な
る
よ
う
に
。

天井高３ｍの広 と々した無柱オフィス。カド丸は、朝日ビル、朝日新聞ビルとも共通。

レンガはホール階の外装のほ
か、ホール内部にもふんだんに
使われている。

上／ラーメン構造とは柱と梁が一体化した構造のこと。短いピッチでフレームをつな
ぐことで、垂直方向にシャープなデザインを実現。下／屋上に隠されたハットトラス
で構造性能がアップ。

↑

↑

柱
の
無
い
空
間
を
。

オ
フィ
ス
フ
ロ
ア

3
地
面
の
下
も
日
本
一
ク
ラ
ス
。

深
さ
86
ｍ
の
杭

6

最
上
部
で
も
が
っ
ち
り
ホ
ー
ル
ド
。

 

ハ
ッ
ト
ト
ラ
ス

4

5

5

3

4

6

第一洪積砂礫

第二洪積砂礫

第三洪積砂礫

耐震性能概念図

86m

Photo by
I.Susa
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　昭和６年（1931）の竣工と共に店を構えた朝日ビルを離れ、
フェスティバルタワー２階にオープンする［アラスカ］。「うち
はフレンチでもイタリアンでもなく、あくまでも〝西洋料理〟
なんです。初代の飯田進三郎が日本に紹介した食べることを楽
しむ文化を、現代的な形で届けていきたい」と、新たな舞台で
グランシェフを務める永山さんは話す。
　「今日の完成は明日の未完成」が口癖だったという飯田は、
客の食べたい料理を作るために厨房を飛び出し、リクエストを
聞いてまた走って戻るような料理人だった。開店当時のメニュ
ーを見て、斬新さに驚いたという永山さん。「コンソメやエス
カルゴ、牛ホホ肉の煮込みなど伝統的な料理でも、『もし飯田
が生きていたら』と想像しながらアレンジを加えていきます」。
　モダンかつクラシックな雰囲気を演出するという新店では、
席数はこれまでと同じ80席ながら、カトラリーや音響、採光に
もこだわり、ゆったりと食事を楽しんでもらう工夫が凝らされ
ている。また、ドイツの紅茶をメインにしたカフェタイムや週
末限定の贅沢なブランチコースなど、これまでになかった試み
も始まる。「定型に満足しない」、飯田の遺志でもあり、永山さ
んの信念でもあるこの言葉通り、［アラスカ］が新しく生まれ
変わる。

　１階南側にオープンする［OVE中之島］が力を入れている
のは自転車。ただし、自転車を売るショップというわけではな
い。ライフスタイルや好みに応じて自転車のタイプを紹介して
くれるコンシェルジュが常駐し、約300冊のライブラリーをソ
ファでゆっくり眺められる。また、「良いものを長く使ってほ
しい」というコンセプトに沿う漆器や文房具なども揃う。「自
転車も展示しますが、例えば写真や建築、カフェなど一人一人
の好きなものに自転車がプラスされることで、さらに生活が魅
力的になることを知ってもらえれば」と店長・白石さん。自転
車を中心として、新しい生活の楽しみ方を発見してもらうため
の情報発信スペース兼ショップなのだ。
　その一環として、こちらで提案するのが「散走」だ。目的地
を目指すだけでなく、散歩のように気軽に楽しむというもので、

「中之島なら、橋を見て回る散走などが良いかもしれませんね」。
実はこの店を運営するのは自転車部品メーカーのシマノ。一つ
のイメージに染まっていない中之島は、新しいカルチャーを発
信するにはちょうど良かったのだそうだ。

レストランアラスカ
　昭和３年（1928）に栴

せんだんのき

檀木橋南に開
店したのがルーツ。3年後、竣工した朝日
ビルの最上階へ。日本における西洋料
理の先駆けとして、多くの人たちの憧れ
だった。フェスティバルタワーでは、ビル
開業と同じ11月28日にオープン。すで
に予約で埋まりつつあるという人気ぶり。
予約などは☎06-6222-1800（※11月
1日前後はつながらない場合あり）

大塚オーミ陶業
　建築を飾る陶製の大型作品やテラコ
ッタの制作を多数手がける。小松さん曰く
「日本を代表する彫刻界のスーパースタ
ー」の建畠覚造氏（監修者・建畠朔弥
氏の父）の作品とあり、全社一丸となっ
て取り組んだ。制作の様子は同社のウ
ェブサイトに詳しく紹介されている。
http://www.ohmi.co.jp/report/
nakanoshima_festival/

ライフクリエーションスペース
ＯＶＥ中之島
　11月28日、ビルの開業と共にオープ
ン。東京・南青山に次ぐ２店舗目で、関
西では初出店。中之島での「散走」は
年内にはスタートする予定。お店につい
てはホームページが詳しい。
http://www.ove-web.com/

自転車にも乗りやすい
「SASSOh」のジャケット
＆パンツ。ストレッチ素材
で、撥水性も高い。下は
東京での散走の様子。

自転車によって生まれる
 新しいライフスタイルを紹介。

OVE中之島  店長　
白石博昭さん

 「今日の完成は明日の未完成」。
 初代シェフの教えを、現代的な解釈で。

レストランアラスカ  グランシェフ　
永山康史さん

 旧フェスティバルホールから、
 中之島のシンボルを受け継ぐ。

大塚オーミ陶業
小松 純さん

　音楽ホール、飲食店、オフィスなどが入るフェスティバルタ
ワーには、意外な施設も開設される。中之島ではもちろん、関
西でも初となるオフィスビル内保育所だ。生後３ヶ月から小学
校に入るまでの子供たちが入園することができ、ビルの中とは
言え給食もその場で手づくりする本格的な保育所。また、食事
やホールでのコンサートなどのために訪れた際に、一時預かり
を頼むこともできる。
　それにしても、オフィス街という印象が強い中之島は、子供
たちにとってはどんな環境なのだろう。「お散歩コースの下見
のために歩きましたが、緑が多くて良いですね。靱公園をはじ
め近所に公園もたくさんありますし、川沿いには遊歩道もある。
船が通るのを見られるのは、子供たちには嬉しいかもしれませ
んね」と中城さんは話す。
　年々ニーズを増すこうした事業所内保育所は、働く側・雇用
する側は当然ながら、ビル側にとってもテナントリーシングの
面でプラスになる場合があるそうだ。細やかなサービスのおか
げで、小さな島民が増えるかもしれない。

キッズスクウェア
　フェスティバルタワーの２階。来年３月
のオープンを控え、現在準備の真っ最
中。月極保育や一時預かりのほか、英語
をはじめとした幼児教室も開かれる予定。
問い合わせは運営を行うアルファコーポ
レーションまで。
☎075-212-7555

 中之島では初めてとなる、
 本格的ビル内保育所を開設。

アルファコーポレーション
中城哲也さん

フェスティバルタワ ーにかける思い。フェスティバルタワーの登場により、
中之島にはなかった新しい過ごし方、働き方が生まれる。
新天地への意気込みや、また建設に関わった人たちに、
そこに注いだ思いを語ってもらいたい。 取材・文／大迫 力（本誌）
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　南側の壁面を飾る「牧神、音楽を楽しむの図」。鮮やかに壁
面を彩る陶製のレリーフの再制作を手がけたのが大塚オーミ陶
業。小松さんは業務受注前の現場見学会にも参加し、最前線で
活躍した一人だ。
　実作業には多くの苦労があったが、他の工事関係者との調整
にも気を使った。実はレリーフの裏側には金具が付いており、
そこに接続したボルトを外装レンガの奥の建築とつなげること
で安全性を高めている。そのため躯体や外装工事を行う作業者
との区分調整が必要となったのだ。素材となる粘土の管理にも
悩まされた。「工場のある信楽は夏は暑く、冬はとにかく寒い。
粘土は一度凍ったりするともう使えない。工期が２年にもわた
ったため、本当に気を使いました」。
　工事が終わった今年３月、施主の朝日新聞社の提案で粋な計
らいがあった。監修者の建畠朔弥氏が中之島へ来る際、淀屋橋
で小松さんたちと待ち合わせ、タワーを見上げながら歩いて向
かうことにしたのだ。「淀屋橋の真ん中から眺めるのが好きな
んです」。小松さんが一番気に入っている風景だ。



第1回終了
◎連続講座全体スケジュール
第1回　10/24（水）

「ミックスジュースは港湾ローカルフード」
「船旅の視点で語る海の大阪」
「港的風景をゆく（1）川口─開港地と工場街」

第3回　12/7（金）
「ひとりフェリーの楽しみ方」
「自転車でめぐる港湾エリアの楽しみ方」
「港的風景をゆく（3）築港─めまぐるしく変わる港湾風景」

第4回　12/26（水）
「近世までの埋立と、治水と、生活と」
「お好み焼きは港が作った？」
「港的風景をゆく（4）伝法─消失景としての港」

第5回　2013年 1/16（水）
「近代大阪の港と交通」
「船長から見た大阪港と川」
「港的風景をゆく（5）北加賀屋─産業化遺産とクリエイティブ・ビレッジ」

第6回　2013年 2/8（金）
「あなたにも関係ある貿易の今」
「港に住むということ」
「港的風景をゆく（6）咲洲─港湾風景の現在形」

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の
５
階
、
来

年
春
の
再
開
を
待
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
で
あ
る
。
た
っ
ぷ
り

３
層
分
も
と
ら
れ
た
吹
き
抜
け
の
天
井
に
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く
。
赤
で
統

一
さ
れ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
、
昔
の
思
い
出
が

甦
っ
た
島
民
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ホ
ー
ル
内
で
は
、
今
ま
さ
に
音
響
調
整
が

行
わ
れ
て
い
る
最
中
だ
。
こ
け
ら
落
と
し
公

演
は
２
０
１
３
年
４
月
１０
日
、
イ
タ
リ
ア
の

名
門
・
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
歌
劇
場
を
招
く
。
２

度
に
わ
た
る
火
災
に
よ
る
被
害
を
も
の
と
も

せ
ず
、
再
建
さ
れ
今
な
お
人
気
を
誇
る
名
歌

劇
場
。
そ
し
て
こ
の
後
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
天
か
ら
降

り
注
ぐ
と
言
わ
れ
た
音
が
、
再
び
中
之
島
に

響
く
ま
で
、
あ
と
半
年
ほ
ど
楽
し
み
に
待
ち

ま
し
ょ
う
。
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第2回 11/14（水）※講座内容はP10〜12をご覧ください。

  「海と陸の接点─内港に残るクレーン」
海と陸の接点は、時代と共に沖へ、沖へ。大正区などの川沿いは、
ちょっと昔の港であり、そこにはまだ多くのクレーンが残っていた。

  「ユニークな景色に出合える港」	
高速道路の高架橋から眺める港が全てではない。
倉庫ばかりで寂しいと言われるけれど、歩いてみると独自の風景に出合えます。

  「港的風景をゆく（2）北村─クブングヮーの記憶」
大正区北村界隈にはかつて、湿地帯の一角に住宅を建て集団生活を送る
沖縄出身者たちがいました。「クブングヮー」と呼ばれたこの地の物語を辿ります。
それもまた、この町が港であったことの証左です。

◎概要
時間／7：00PM～8:30PM　
会場／淀屋橋odona2階「アイ・スポット」大阪市中央区今橋4-1-1
受講料／無料　定員／30名（当日先着順）
主催／都市大阪創生研究会ワーキンググループ　協力／ナカノシマ大学事務局　　
お問い合わせ／☎06-6949-1911（事務局）

水都って、川沿いにおしゃれなカフェがあるだけの都市のことでしょうか?
もちろん水辺の快適な空間は大切ですが、
水都っていうのは生活や産業が海や川と密接につながった都市のこと。
そして大阪はもともと海辺の街として発展してきた都市、
そして実際の大阪は今でもちゃんと海の都市なのです。
水都大阪という言葉が定着してきつつあるなかで、
川だけではない、海の大阪を通して水都の本質に迫ります。

◎
平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
都
市
大
阪
創
生
研
究
会
は
、行
政
と
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の

都
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、大
阪
の
未
来
と
そ
こ
へ
至
る
べ
き
道
を
考
え
る
場
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

連
続
講
座「
海
の
大
阪
」

都
市
大
阪
創
生
研
究
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
と
し
て
、大
阪
と
海
の
関
係
を
見
つ
め
な
お
し
、

生
活
や
産
業
の
な
か
で
の
水
都
大
阪
を
探
検
し
て
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
け
ど
大
阪
は
や
っ
ぱ
り
海
の
街
な
の
で
す
。

だ
か
ら
デ
ィ
ー
プ
な
海
の
物
語
が
た
く
さ
ん
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
中
か
ら
と
っ
て
お
き
の「
海
の
大
阪
」を
、全
6
回
で
お
伝
え
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
。多
数
の
参
加
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

なぜいま「海の大阪」なのか。
都市大阪創生研究会×ナカノシマ大学　SPECIAL
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来
春
、お
逢
い
し
ま
し
ょ
う
。

フ

（左から）１階のホール正面入口の大階段。／ホワイエに面した客席への扉。ここにもレンガが。／大階段奥のエントランスホワイエ。カーペットとシャンデリアで期待感が高まる。※上記は現在の予定です。日程は変更しませんが、内容は、講座の進展によって変更する可能性があります。
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バス自動車人
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海
と
陸
が
出
会
う
所
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
こ
の
答
え
を
探
し
て
、
３
人
は
小

舟
に
乗
っ
た
。

　

海
と
陸
の
接
点
と

い
え
ば
港
、
港
と
い

え
ば
天
保
山
や
南
港

が
思
い
浮
か
ぶ
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
実
際

は
、
も
っ
と
内
陸
か

ら
港
は
始
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
中
央

卸
売
市
場
の
対
岸
や
、
Ｊ
Ｒ
大
正
駅
の
付
近

も
、
す
で
に
臨
港
地
区
―
土
地
利
用
計
画
で

い
う
「
港
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
内
陸
の
港
に
は
、
静
か
な
岸
壁
と
、

個
性
豊
か
な
ク
レ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
の
初
め
か
ら
産
業
都
市
と
し
て
栄
え

た
大
阪
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
内
陸
に
あ

る
川
沿
い
の
港
で
あ
り
、
ク
レ
ー
ン
達
で
あ

っ
た
。
実
は
ク
レ
ー
ン
は
１
６
０
基
も
あ
る
。

海
か
ら
大
阪
を
訪
れ
た
と
し
よ
う
。
海
か
ら

川
へ
進
め
ば
、
必
ず
ク
レ
ー
ン
が
我
々
を
迎

え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
動
か
な

モ
ザ
イ
ク
模
様
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
カ
ラ
フ
ル
で
大
量
に
積
ま
れ
た
コ

ン
テ
ナ
だ
が
、
な
ぜ
、
迷
子
に
な
ら
な
い
の

か
？　

そ
れ
は
、
コ
ン
テ
ナ
の
側
面
に
ペ
イ

ン
ト
さ
れ
たPrefix

コ
ー
ド
（
４
桁
）
と
コ

ン
テ
ナ
番
号
（
11
桁
）
に
よ
っ
て
個
別
管
理

さ
れ
、
世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
迷
子
に
な
ら

な
い
の
だ
。
国
際
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
い
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
管
理
さ
れ
た
機
能
美
と

も
言
え
よ
う
。

　

大
阪
港
に
入
港
で
き
る
最
大
級
の
コ
ン
テ

ナ
船
「EV

ER U
LT

RA

（5,652T
EU

）」。

毎
週
末
、
大
き
な
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
大

関
門
を
通
過
し
入
港
す
る
。
こ
う
し
た
大
型

コ
ン
テ
ナ
船
が
入
港
し
た
日
は
、
夜
遅
く
ま

で
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
を
煌
々
と
明
か
り
が
灯
り
、

夜
の
港
を
美
し
く
演
出
す
る
。
大
量
物
流
を

ス
マ
ー
ト
に
捌
く
様
子
は
、
大
都
市
圏
・
関

西
の
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
縁
の
下
の
力

持
ち
な
の
だ
。

　

私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る

港
。
そ
れ
を
見
る
に
は
、
ま
ず
は
コ
ン
テ
ナ

に
注
目
す
る
と
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

く
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
今
も
そ
の
数
は
減

り
続
け
て
は
い
る
。
し
か
し
一
方
で
コ
ン
テ

ナ
で
は
取
り
扱
え
な
い
荷
物
を
、
海
か
ら
陸

へ
、
陸
か
ら
海
へ
、
ま
だ
ま
だ
現
役
バ
リ
バ

リ
で
運
ん
で
い
る
ク
レ
ー
ン
も
あ
る
。
か
つ

て
の
栄
華
の
記
憶
を
胸
に
、
淡
々
と
仕
事
を

こ
な
す
孤
高
の
存
在
。
―
現
在
の
大
阪
の
状

況
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
姿
は
む
し
ろ
頼
も
し

く
も
あ
る
が
、
な
に
は
と
も
あ

れ
、
川
沿
い
の
ク
レ
ー
ン
は
大

阪
独
自
の
風
景
な
の
で
あ
り
、

海
と
陸
の
接
点
そ
の
も
の
な
の

で
あ
る
。

　

ク
レ
ー
ン
を
お
持
ち
の
オ
ー

ナ
ミ
株
式
会
社
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
オ
ー
ナ
ミ
は
、

鋼
材
の
倉
庫
業
を
営
み
な
が
ら
、

船
に
古
紙
を
積
む
仕
事
も
さ
れ

て
い
る
。
鋼
材
が
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
で

も
、
大
き
く
て
、
重
く
て
、
安

価
な
古
紙
の
輸
送
に
は
、
ま
だ

ま
だ
船
が
良
い
と
の
こ
と
。
隣

の
大
王
製
紙
の
倉
庫
に
集
め
ら

れ
た
古
紙
を
、
大
王
製
紙
の
船

「
エ
リ
エ
ー
ル
号
」
に
積
み
、
愛
媛
県
の
三

島
工
場
へ
送
っ
て
い
る
。

　

大
王
製
紙
で
は
現
在
、
紙
全
体
の
67
％
に

古
紙
を
利
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
業
界
の
平

均
を
上
回
る
値
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
オ
ー
ナ

ミ
の
ク
レ
ー
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
。
か
な
り
古

い
ク
レ
ー
ン
だ
が
、
現
在
の
環
境
を
護
り
、

未
来
の
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

効
率
化
を
求
め
コ
ン
テ
ナ
化
が
進
む
物
流
。

一
見
、
万
能
に
見
え
る
コ
ン
テ
ナ
だ
が
、
大

き
さ
や
形
が
揃
わ
な
い
た
め
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
側
の
荷
物
は
苦
手
の
よ
う
だ
。
人
間
に
た

と
え
れ
ば
動
脈
側
で
は
な
く
静
脈
側
。
そ
ん

な
地
味
だ
が
重
要
な

場
面
で
、
ク
レ
ー
ン

た
ち
は
今
も
活
躍
し

て
い
る
。
海
と
陸
の

接
点
で
あ
る
ク
レ
ー

ン
は
、
大
阪
の
過
去

と
未
来
の
接
点
で
も

あ
る
。

海
と
陸
の
接
点
│
内
港
に
残
る
ク
レ
ー
ン　

接
点
を
探
し
て
小
舟
に
乗
っ
た
。

大
阪
独
自
の
風
景
、

川
沿
い
の
ク
レ
ー
ン
。

オ
ー
ナ
ミ
鶴
町
事
業
所
を

訪
れ
て
。

見
物
人
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
笑
い
声
す
ら

こ
ぼ
れ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
そ
の
巨
大

さ
故
、
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
下
を
通
過
で
き

な
い
。「
と
て
つ
も
な
い
大
ス
ケ
ー
ル
」
は

寄
港
先
に
大
阪
港
が
選
ば
れ
た
理
由
の
１
つ

に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

大
阪
港
は
そ
う
し
た
巨
大
な
船
舶
に
も
対

応
で
き
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
感
動
を
覚
え

る
跳
び
抜
け
た
巨
大
景
観
が
数
々
あ
る
。
そ

ん
な
普
段
見
慣
れ
な
い
景
色
を
ぜ
ひ
探
し
に

行
き
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
無
造
作
に
積
層
さ
れ
た

カ
ラ
フ
ル
な
コ
ン
テ
ナ
。
合
理
化
の
末
、
ス

チ
ー
ル
に
ペ
ン
キ
を
塗
装
し
た
だ
け
の
簡
素

な
作
り
は
無
骨
極
ま
り
な
い
が
、
炎
天
下
や

雨
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
世
界
各
地
を
神

出
鬼
没
に
旅
す
る
そ
の
外
装
は
、
哀
愁
す
ら

感
じ
さ
せ
る
。

　

以
前
は
、
自
社
単
独
運
航
航
路
が
主
流
で
、

同
一
色
の
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す
る
船
も
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
は
海
運
会
社
が
提
携

を
組
む
事
が
多
く
、
他
社
の
コ
ン
テ
ナ
も
た

く
さ
ん
積
む
よ
う
に
な
り
、
港
の
荷
役
エ
リ

ア
に
積
層
さ
れ
る
カ
ラ
フ
ル
な
コ
ン
テ
ナ
が

　

私
た
ち
が
普
段
利
用
す
る
建
物
は
、
人
間

の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、「
港
」
で
は
、
海
（
自
然
）
や
大
量

貨
物
な
ど
を
相
手
に
す
る
た
め
、
巨
大
な
ス

ケ
ー
ル
の
建
造
物
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、

異
様
な
光
景
に
よ
く
出
会
う
。
窓
の
な
い
壁

面
が
続
く
巨
大
倉
庫
や
、
ス
ケ
ー
ル
感
が
狂

い
そ
う
な
巨
大
な
橋
脚
、
次
の
交
差
点
ま
で

徒
歩
５
分
以
上
も
か
か
る
大
き
な
街
区
。

　

し
か
し
、
人
は
古
来
よ
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

や
バ
ベ
ル
の
塔
な
ど
ス
ケ
ー
ル
を
逸
脱
す
る

巨
大
建
造
物
に
強
い
憧
れ
を
抱
き
、
ま
た
そ

れ
に
出
合
う
と
自
然
と
わ
き
起
こ
る
感
動
す

ら
あ
る
。
大
阪
港
の
街
並
み
を
「
倉
庫
ば
か

り
・
寂
し
い
」
と
言
う
人
が
い
る
が
、
能
天

気
な
ほ
ど
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
に
着
目
す
る
と
、

感
動
を
覚
え
る
風
景
と
出
合
え
る
。

　

一
つ
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
２
０
１
１
年
に

初
入
港
し
た
世
界
最
大
級
の
豪
華
客
船
「
ク

イ
ー
ン
メ
リ
ー
２
」。
大
関
門
を
通
過
し
入

港
す
る
光
景
は
、
ま
る
で
海
面
を
移
動
す
る

巨
大
高
層
ホ
テ
ル
（
約
62
m 

、
20
階
程
度

の
高
さ
）。
船
が
近
づ
く
に
つ
れ
集
ま
っ
た

無
骨
な
積
み
木
景
観
の
美
し
さ
。

能
天
気
な
ほ
ど
巨
大
な
建
造
物
。

 ［
非
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
］

 ［
旅
す
る
コ
ン
テ
ナ
］

な
ぜ
、コ
ン
テ
ナ
は

迷
子
に
な
ら
な
い
の
か
？

ま
る
で
海
に
浮
か
ぶ
高
層
ホ
テ
ル
。

コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
夜
景
が
美
し
い
。

ユ
ニ
ー
ク
な
景
色
に
出
合
え
る
港
。
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／
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劇団「維新派」は1999
年、大阪・南港野外特
設劇場において、クブン
グヮーを描いた舞台劇

「水街」（作・演出：松本
雄吉）を上演。同作品は
翌年アデレードでも上演
されている。

12

8
0
0
0
人
の
う
ち
、
４
分
の
１
が
沖
縄
出

身
者
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

北
村
に
は
、
60
年
以
上
続
く
立
ち
呑
み
屋

が
あ
る
。
か
つ
て
は
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
で
営
業

し
て
い
た
と
い
う
。
僕
が
行
っ
た
時
に
は
、

近
く
で
働
く
女
性
た
ち
が
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

を
片
手
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
後
か
ら
来
た
同
じ
職
場
の
男
性
が
、

彼
女
た
ち
に
「
よ
お
」
と
声
を
か
け
て
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
。「
あ
ん
た
、
あ
っ
ち
へ
行
か
ん

の
？
」
と
店
主
に
尋
ね
ら
れ
た
男
性
は
、「
あ

ん
な
と
こ
ろ
入
っ
た
ら
、
母
ち
ゃ
ん
に
怒
ら

れ
る
さ
ぁ
」
と
沖
縄
な
ま
り
で
照
れ
な
が
ら

答
え
て
い
た
。

　

言
葉
や
習
慣
の
違
い
か
ら
く
る
差
別
や
偏

見
な
ど
も
あ
り
、
沖
縄
出
身
者
た
ち
の
生
活

は
心
安
い
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
肩
を
寄

せ
合
う
よ
う
に
同
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
て
い
っ
た
。
中
に
は
家
を
持
て
ず
、
湿
地

帯
の
一
角
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
集
団
生
活

を
送
る
人
た
ち
も
い
た
。
彼
ら
は
こ
の
湿
地

帯
の
こ
と
を
、
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
（
く
ぼ
地
）

と
呼
ん
で
い
た
。

　

か
つ
て
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
に
暮
ら
し
た
女
性

の
コ
メ
ン
ト
が
、
97
年
の
朝
日
新
聞
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
「
沖
縄
か
ら
出
て
く
る
知
り
合
い
の
た
め

に
、
勝
手
に
家
を
つ
く
る
も
ん
も
お
っ
た
よ
。

製
材
所
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
材
料
に
は
不

自
由
せ
ん
。
役
所
が
休
み
に
な
る
日
曜
日
に

『
そ
れ
』
っ
て
一
日
で
建
て

る
ん
や
。
住
み
始
め
た
ら
、

も
う
追
い
出
す
わ
け
に
は
い

か
ん
し
。
何
回
も
手
伝
っ
た

な
あ
」 

　

も
と
も
と
土
地
が
低
い
上

に
地
盤
沈
下
が
進
み
、
台
風

被
害
、
戦
災
が
相
次
い
だ
大

正
区
で
は
、
戦
後
に
土
地
区

画
整
理
が
進
め
ら
れ
た
が
、

ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
で
は
行
き
場

の
な
い
住
民
た
ち
が
立
ち
退

き
に
抵
抗
し
続
け
た
。
最
終

的
に
バ
ラ
ッ
ク
が
撤
去
さ
れ

た
の
は
70
年
代
後
半
。
住
民

は
市
営
住
宅
に
移
さ
れ
、
跡

地
に
は
高
層
住
宅
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。

現
在
、
大
正
区
の
人
口
6
万

KIKUKO TSUMURA
作家。1978年大阪府生まれ。大谷大学卒。2000年4月から土木会社などへの
勤務と失業を経験し現在は会社勤務。05年「マンイーター」（「君は永遠にそいつ
らより若い」に改題）で太宰治賞、08年「ミュージック・ブレス・ユー」で野間文芸新
人賞、09年「ポストクライムの舟」で芥川賞、11年「ワーカーズ・ダイジェスト」で織
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哲学者
鷲田清一さんの
対談シリーズ④

主催／朝日新聞社

　

未
来
が
見
え
な
い
、
不
透
明
な
時
代
を

生
き
る
私
た
ち
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変

化
の
中
、
と
も
す
れ
ば
こ
こ
ろ
が
く
じ
け

そ
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
対
談
で
は
、

「
気
に
な
る
言
葉
」「
ひ
っ
か
か
る
言
葉
」

を
と
り
あ
げ
ま
す
。
そ
の
「
言
葉
」
を
ほ

ぐ
す
こ
と
で
時
代
を
ほ
ぐ
し
、
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
く
明
日
の
元
気
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
４
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
作
家
の

津
村
記
久
子
さ
ん
。
テ
ー
マ
は
、「『
働
く
』

と
い
う
こ
と
」
で
す
。
津
村
さ
ん
は
会
社

勤
め
の
経
験
、
同
僚
た
ち
と
の
交
わ
り
を

通
し
て
、
決
し
て
希
望
に
満
ち
た
と
は
い

え
な
い
「
い
ま
」
を
描
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
作
品
世
界
を
い
か
に
造
り
出
さ

れ
た
か
を
も
と
に
、「
働
く
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
4
回
ゲ
ス
ト 

津
村
記
久
子
さ
ん（
作
家
）

テ
ー
マ「
働
く
」と
い
う
こ
と

●これまでの「言葉ほぐし」ゲスト

第1回
（2012年5月26日）
麻生祐未さん
（女優）
テーマ

 「演じ分ける」

哲学者で大谷大学教授の
鷲田清一さんをホスト役に、
芸能、スポーツ、ジャーナリズムなど
様々な分野で活躍する
関西ゆかりの女性たちを
お招きします。

堂島
川 関電

ビル

大阪市立科学館

国立国際
美術館

朝日
放送

NTT

な
に
わ
筋

京阪
中之島駅

定員

200名
（無料）

　

大
正
区
北
村
に
あ
る
喫
茶
店
で
、
こ
ん
な

話
を
聞
い
た
。

　
「
妻
と
娘
が
喫
茶
店
を
し
た
い
と
い
う
の

で
、
30
年
以
上
前
に
こ
の
店
を
買
っ
た
。
物

件
を
見
に
来
た
の
は
雨
の
夜
で
、
交
番
が
前

に
あ
っ
た
の
で
安
心
し
た
が
、
後
日
来
て
み

る
と
交
番
は
無
人
で
、
店
の
数
軒
裏
か
ら
は

バ
ラ
ッ
ク
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
あ
た
り
は

土
地
が
低
く
な
っ
て
い
て
水
は
け
が
悪
く
、

長
靴
を
履
か
な
い
と
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
は
多
く
の
沖
縄
出
身
者
が
住
ん
で
い
た
」

　

大
阪
市
西
南
部
の
湾
岸
沿
い
に
あ
た
り
水

運
至
便
で
あ
っ
た
大
正
区
域
は
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
、

製
材
所
、
製
鉄
所
、
レ
ン
ガ
工
場
、
造
船
所
、

紡
績
工
場
な
ど
が
集
積
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
産
業
に
従
事
し
た
人
の
多
く
は
、
沖
縄
出

身
者
で
あ
っ
た
。

　

１
９
２
０
年
代
、
沖
縄
は
主
要
産
品
で
あ

っ
た
黒
糖
の
暴
落
に
よ
り 

“
ソ
テ
ツ
地
獄
”

と
呼
ば
れ
る
経
済
困
窮
状
態
に
陥
り
、
多
く

の
人
た
ち
が
海
外
や
本
土
に
移
り
住
ん
だ
。

中
で
も
航
路
が
あ
り
、
非
熟
練
工
と
し
て
の

就
労
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
大
阪
に
は
出
稼

ぎ
が
集
中
し
た
。

港
的
風
景
を
ゆ
く（
2
） 

北
村（
大
阪
市
大
正
区
）│
ク
ブ
ン
グ
ヮ
ー
の
記
憶

大
正
区
の
発
展
と

沖
縄
出
身
者
た
ち
。

立
ち
呑
み
屋
で
聞
こ
え
た

沖
縄
な
ま
り
の
声
。

戦
後
の
区
画
整
理
。

都市大阪創生研究会×ナカノシマ大学　SPECIAL

11
／
14 
第
2
回「
海
の
大
阪
講
座
」に
向
け
て

第2回
（2012年6月15日）
増田明美さん
（スポーツジャーナリスト）
テーマ

 「がまん」

第3回
（2012年10月27日）
最相葉月さん
（ノンフィクションライター）
テーマ

 「『わかる』ということ」
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佐
治
は
、
中
之
島
に
あ
っ
た
大
阪
大
学
理

学
部
で
学
ん
だ
化
学
の
徒
だ
っ
た
。
社
業
を

継
ぐ
た
め
研
究
者
の
夢
は
断
念
し
た
が
、
入

社
直
後
、
父
に
「
食
品
化
学
研
究
所
」
の
設

立
を
進
言
す
る
。「
製
品
開
発
や
社
の
発
展

に
は
基
礎
研
究
が
重
要
に
な
る
」
と
考
え
た

か
ら
だ
。
渋
る
父
を
説
得
し
、
阪
大
の
恩
師

の
助
け
で
大
学
の
一
角
に
小
さ
な
研
究
所
を

開
設
し
た
の
は
終
戦
の
半
年
後
。
今
や
、
数

百
人
を
擁
す
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
生
物
有
機
化

学
研
究
所
」
の
前
身
で
あ
る
。

の
開
設
当
初
を
支
え
た
の
が
、
や
は

り
阪
大
理
学
部
の
助
手
だ
っ
た
牧
洋

子
。
詩
人
で
も
あ
り
、
後
に
開
高
健
と
結
婚

す
る
。
彼
女
が
編
集
に
携
わ
っ
た
家
庭
向
け

科
学
雑
誌
『
ホ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス
』
の
創
刊

も
、
佐
治
の
発
案
だ
っ
た
。「
う
ち
は
ウ
ィ

ス
キ
ー
屋
で
っ
せ
！　

出
版
社
や
お
ま
へ
ん

で
！
」
と
反
対
す
る
父
を
、
佐
治
は
「
こ
れ

は
え
え
雑
誌
で
す
！
」
と
押
し
切
っ
た
と
い

う
。
こ
の
雑
誌
が
志
向
し
た
「
生
活
文
化
」

路
線
が
、
や
が
て
社
の
方
向
性
を
決
め
る
こ

と
に
な
る
。
後
の
『
洋
酒
天
国
』
創
刊
も
、

そ
こ
に
開
高
や
山
口
瞳
と
い
う
稀
有
な
才
能

が
集
ま
っ
た
の
も
、こ
こ
に
源
流
が
あ
る
の
だ
。

　

こ
う
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
サ
ン
ト
リ
ー

文
化
は
中
之
島
の
土
壌
を
養
分
に
、
大
阪
で

大
き
く
花
開
い
た
の
だ
、
と
言
え
そ
う
だ
。

「
佐
治
さ
ん
は
ひ
と
言
で
言
え
ば
〝
人
た
ら

し
〟
で
し
た
。
大
阪
と
い
う
文
化
を
、
身
体

で
、
生
き
様
で
表
現
し
た
人
」

　

佐
治
の
足
跡
が
刻
ま
れ
た
中
之
島
の
風
景

を
小
玉
さ
ん
は
感
慨
深
げ
に
見
下
ろ
し
た
。

 〝
島
民
企
業
人
〞の
矜
持
を
描
く

本
格
評
伝
が
出
た
。

ン
ト
リ
ー
と
い
え
ば
日
本
の
洋
酒
文

化
の
草
分
け
で
あ
り
、広
告
や
出
版・

文
化
事
業
の
先
駆
け
で
あ
り
、
何
よ
り
堂
島

浜
に
本
社
を
構
え
る
島
民
企
業
で
あ
り
…
と

い
う
わ
け
で
、
本
誌
に
も
た
び
た
び
登
場
す

る
が
、
そ
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
一
身
に
体
現

し
た
の
が
創
業
者
の
鳥
井
信
治
郎
と
、
次
男

で
二
代
目
社
長
の
佐
治
敬
三

で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
佐
治

は
シ
マ
と
の
縁
が
深
い
。
そ

の
評
伝
が
出
版
さ
れ
、
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

　

著
者
の
小
玉
武
さ
ん
（
左

写
真
）
は
昭
和
37
年
（
１
９

６
２
）、
ま
だ
「
寿
屋
」
だ
っ

た
当
時
の
サ
ン
ト
リ
ー
に
入
社
。
伝
説
の
Ｐ

Ｒ
誌
『
洋
酒
天
国
』
の
編
集
を
は
じ
め
、
一

貫
し
て
広
報
宣
伝
や
文
化
事
業
畑
を
歩
い
た
。

　
「
佐
治
さ
ん
が
社
長
に
就
任
し
た
年
に
入

社
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
数
カ
月
後
に
定
年
に

な
っ
た
。
入
社
の
最
終
面
接
は
、
当
時
本
社

の
あ
っ
た
新
朝
日
ビ
ル
で
し
た
」

　

と
い
う
か
ら
、
佐
治
が
築
い
た
サ
ン
ト
リ

ー
文
化
を
間
近
で
ま
る
ご
と
見
て
き
た
生
き

証
人
で
あ
る
。
綿
密
な
資
料
調
査
と
取
材
に

加
え
、
自
身
の
体
験
も
踏
ま
え
て
書
か
れ
た

評
伝
は
、
中
之
島
関
連
に
限
っ
て
も
興
味
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
も
並
ぶ
。

取
材・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

サ

そ

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

2012年12月講座

 「新しいランドマークをつくる
～中之島フェスティバルタワー建設秘話～」
講師／岡橋 稔（竹中工務店大阪本店）

ついにオープンした
中之島の新ランドマーク。
実際に工事に携わった関係者が、
建設秘話や見どころを解説します!

日時／12月12日（水） 
　　　7:00PM〜8:30PM（開場6:30PM〜）　
会場／中之島フェスティバルタワー内会議室
受講料／1,000円　定員／100名
主催／ナカノシマ大学
協力／朝日新聞社　竹中工務店

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学12月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「新しいランドマークをつくる
〜中之島フェスティバルタワー建設秘話〜」

　いよいよ今月28日にオープンを果た
す中之島フェスティバルタワー。今回の
特集でも詳しくご紹介したとおり、新し
く飲食店がオープンしただけではなく、
建築的な見どころも豊富で、中之島への
人の流れは確実に変わるだろう。
　中之島フェスティバルタワーについて
は、柱の無い音楽ホールの上に高層タワ
ーをのせるという構造の特殊性や、川に
挟まれた中之島において巨大な建築物を
造る難しさなどが指摘されてきたように、
竣工までにはいくつもの乗り越えるべき
難関があった。今回の講座では、この一
大プロジェクトの施工にあたった竹中工
務店の岡橋稔さんに、建築のポイントや、
実際の工事現場における苦労などをお話
しいただく。私たちが見上げるフェステ
ィバルタワーの建設の場面には、どんな
ドラマがあったのか。工事関係者だから
こそ知る、バックステージのドラマを聞
けば、中之島の新しいランドマークのす
ごさが、より身近に感じられるだろう。

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

大注目ビルの
裏側は…？

◎今月の授業

 【最新建築】

岡橋 稔
竹中工務店大阪本店作
業所工事課長。中之島フ
ェスティバルタワーのプロ
ジェクトに、発足当時から
関わり、現場でも陣頭指揮
に当たった。『月刊島民』
の取材でも何度もお世話
になり、愛のこもった建築
解説をご披露いただいた。

　『「洋酒天国」とその時代』で織田作之助賞を受賞した著者が、膨大
な資料と証言で「創業者的二代目」の生涯をたどる本格評伝。佐治敬
三（1919～1999）を育んだ船場の商人の気風と流儀、阪神間の郊
外文化、理系経営者としての論理やひらめき、財界活動や文化貢献な
どを通して、「サービス精神旺盛な大阪人というだけでなく、実は内省的
で晦渋なモダニストでもあった」という人柄を多面的に描いている。ビー
ル事業での苦戦や「東北熊襲発言」などの舌禍事件も余すところなく。

『佐治敬三
─夢、大きく
膨らませてみなはれ』
小玉武著

（ミネルヴァ書房・2,940円）
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第７回　Nakanoshima-style.com フォトコンテスト
応募期間／11月25日（日）まで　
応募方法／下記メールアドレス宛に写真データを添付して送信（※応募は
一人につき５点まで）。送信の際は、写真のテーマ、撮影場所（簡単に）、名前

（ニックネーム可）、賞品の送り先（郵便番号、住所、氏名、電話番号）を明記。
データ送付先／oubo@nakanoshima-style.com
◎写真データについての注意
・携帯電話メールから応募可能　　
・ファイル形式　JPEG、GIF等
・ファイルサイズ　2MBまで
・郵送での応募は不可

第30回 京阪・文化フォーラム「信仰とお笑いの狭間に落語」
日時／11月17日（土）2:00PM～4:30PM（予定）　
会場／龍谷大学 顕真館　定員／500名　参加費／1,000円　
申込方法／往復はがきに「京阪・文化フォーラム参加希望」と記入
の上、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・参加人数

（２名まで）を明記し（返信用には宛名を記入）、郵送（応募者多数の
場合は抽選）。〒540-6591　マーチャンダイズビル内郵便局　私
書箱35号　京阪電車 宣伝担当「京阪･文化フォーラム」係　応募
締切／11月6日（火）の消印まで有効　※「おけいはん.ねっと

（https://www.okeihan.net/forum/）」からも応募可能。
問い合わせ／☎06-6944-2525

古ビル再生博覧会
期間／11月4日（日）まで　時間／11:00AM〜7:00PM
会場／OSK（大阪繊維共同販売所）ビル

（大阪市中央区久太郎町3-1-22）
入場料／無料（IFDA日本支部主催の4・5階の展示1,000円）
問い合わせ／みんなの不動産☎06-6314-6408
http://minfudo.com/
http://www.ifdajapan.com/activities/

申し込み方法／ハガキに郵便番号・住
所・氏名・電話番号を記入して応募。11月
30日（金）の消印有効。応募者多数の場
合は抽選の上、当選者のみに送付します。
〒541-0042　
大阪市中央区今橋4-4-11　
大阪倶楽部「記念ハガキ＆切手
プレゼント係」事務局
問い合わせ／大阪倶楽部
☎06-6231-8361（10：00AM〜5：
30PM）

御堂筋
AUTUMN GARALLY 2012

（主なイベント）
●まちかどコンサート＆花と緑
11月1日（木）　
0:10PM〜0:55PM　
＠銀泉備後町ビル前

●まちかどコンサート＆テラス
11月8日（木）・15日（木）　
11:30AM～1:00PM

（コンサート0:10PM〜0:55PM）　
＠京阪神御堂筋ビル前

●朝活＠御堂筋
「ローズウィンドウ・ワークショップ」
11月6日（火）　
7:40AM～8:40AM　
＠大阪ガスビル1階フラムテラス

「ピラティスをはじめよう！」
11月13日（火）
7：30AM〜8：30AM
＠大阪ガスビル1階フラムテラス
※女性限定

●第15回御堂筋放談
「大阪の笑い、国境を越える」
11月8日（木）　開場5:45PM　
ウェルカム演奏6:00PM～6:30PM
放談6:30PM～7:30PM
＠大阪ガス御堂筋東ビル３階ホール
講師：桂小春團治

●落語バンク＠御堂筋
11月20日（火）7:30PM～
＠りそな銀行 
御堂筋ビジネスソリューションプラザ
寄付金1,000円
出演：桂小春團治ほか
http://www.midosuji.biz/

２０１２年１１月１日発行

　

関
西
で
最
も
古
い
会

員
制
紳
士
倶
楽
部
で
あ

る
大
阪
倶
楽
部
が
、
大

正
元
年
（
１
９
１
２
）

の
創
立
か
ら
今
年
で
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、
倶

楽
部
の
会
員
に
よ
る
写

真
や
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
切
手
シ
ー
ト
と
ハ

ガ
キ
を
制
作
。
ど
の
作

品
も
大
阪
倶
楽
部
を
題

材
に
し
て
い
る
。
大
阪

を
代
表
す
る
近
代
建
築

だ
け
あ
っ
て
、
ど
れ
も

な
か
な
か
渋
い
仕
上
が

り
だ
。

　

こ
の
切
手
シ
ー
ト
と

ハ
ガ
キ
の
セ
ッ
ト
を
１
０
０
名
の

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
切
手
シ
ー
ト

は
写
真
と
絵
画
が
そ
れ
ぞ
れ
５
種

類
ず
つ
入
っ
た
１０
枚
つ
づ
り
、
ハ

ガ
キ
は
５
種
類
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。
希
望
者
は
、
応
募
要
領

に
沿
っ
て
お
申
し
込
み
を
。　
（
大

迫 

力
・
本
誌
）

　

毎
回
、
京
阪
沿
線
に
ま
つ
わ
る

歴
史
や
文
化
を
掘
り
下
げ
て
紹
介

す
る
、
大
人
気
の
京
阪
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
。
今
回
は
「
信
仰
と
お
笑

い
の
狭
間
に
落
語
」
と
題
し
、
宗

教
と
落
語
の
密
接
な
関
係
を
取
り

上
げ
る
。

　

落
語
は
も
と
も
と
住
職
が
お
寺

で
す
る
「
お
説
教
」
が
源
流
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て

か
、
仏
教
や
神
道
の

教
え
と
深
く
結
び
つ

い
た
落
語
の
ネ
タ
は

数
多
い
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
ま
ず
宗
教

や
信
仰
に
関
わ
る
落
語
３
席
が
楽

し
め
る
。
今
や
ノ
リ
に
ノ
ッ
て
い

る
笑
福
亭
福
笑
さ
ん
の
ほ
か
、
そ

の
弟
子
の
笑
福
亭
た
ま
さ
ん
、
そ

し
て
林
家
染
雀
さ
ん
と
、
落
語
好

き
な
ら
「
こ
れ
は
贅
沢
！
」
と
唸

る
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
。

　

そ
し
て
第
２
部
に
は
、『
大
阪
の

神
さ
ん
仏
さ
ん
』
で
す
っ
か
り
お

な
じ
み
、
釈
徹
宗
先
生
＆
髙
島
幸

次
先
生
も
登
場
。
福
笑
さ
ん
を
交

え
て
３
人
で
、
落
語
と
神
さ
ん
・

仏
さ
ん
の
「
お
も
ろ
い
関
係
」
が

語
ら
れ
る
。
一
見
、
宗
教
や
信
仰

と
は
関
わ
り
の
な
い
よ
う
な
ネ
タ

で
も
、
実
は
お
経
の
内
容
と
関
わ

っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

新
し
い
落
語
の
楽
し
み
方
を
知
る

良
い
機
会
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

中
之
島
の
川
沿
い
の
物
件
な
ど
、

個
性
あ
る
不
動
産
物
件
ば
か
り
を

扱
う
「
み
ん
な
の
不
動
産
」
の
末

村
巧
さ
ん
が
、
ま
た
新
し
い
試
み

を
ス
タ
ー
ト
。「
古
ビ
ル
再
生
博
覧

会
」
と
題
し
、
年
代
を
経
て
良
い

具
合
に
歳
を
重
ね
た
ビ
ル
の
魅
力

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
「
使
う
」

こ
と
に
よ
っ
て
提
案
す
る
。

　

今
回
の
会
場
と
な

る
の
は
丼
池
筋
沿
い
に
建
つ
Ｏ
Ｓ

Ｋ
（
大
阪
繊
維
共
同
販
売
所
）
ビ
ル
。

例
え
ば
、
廊
下
で
は
ビ
ル
か
ら
発

見
さ
れ
た
壊
れ
た
イ
ス
を
修
繕
し

て
展
示
、
３
階
で
は
古
本
市
や
「
こ

ん
な
風
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
し
て

は
い
か
が
？
」
と
い
う
提
案
の
た

め
に
オ
ー
プ
ン
オ
フ
ィ
ス
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
４
・
５
階
で
は
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
展
示
や
、
思

い
思
い
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施

し
た
空
間
も
。「
実
際
に
ビ
ル
を
使

っ
て
い
る
様
子
を
見
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
ビ
ル
の
新
た
な
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
」

と
末
村
さ
ん
。
展
示
の
中
身
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
つ
も

と
は
違
っ
た
輝
き
を
放
つ
ビ
ル
そ

の
も
の
を
見
せ
よ
う
と
い
う
大
胆

な
発
想
。
渋
く
て
も
レ
ト
ロ
で
も
、

ビ
ル
は
使
わ
れ
て
ナ
ン
ボ
、
だ
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

都
会
の
真
ん
中
で
は
珍
し
く
水

と
緑
に
囲
ま
れ
た
中
之
島
で
は
、

ほ
っ
と
す
る
風
景
に
よ
く
出
会
う
。

「Nakanoshima-style.com 

フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、「
や
す
ら

ぎ
の
ま
ち 

中
之
島
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
ん
な
心
安
ら
ぐ
風
景
を
納
め
た

写
真
を
募
集
中
だ
。

　

優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
、
中
之
島
に
ち
な
ん
だ
も

の
ば
か
り
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
人
に
は
、
今
月
号
で
特
集
し
た

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー

最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
［
ラ
・
フ

ェ
ッ
ト　

ひ
ら
ま
つ
］
の
ペ
ア
食

事
券
、
優
秀
賞
に
は
「
落
語
家
と

行
く 

な
に
わ
探
検
ク
ル
ー
ズ
」
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
が
進
呈
さ
れ
る
。
ま

ず
は
街
を
歩
い
て
、
中
之
島
ら
し

い
や
す
ら
ぎ
の
溢
れ
る
風
景
を
見

つ
け
て
み
て
ほ
し
い
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

古
ビ
ル
の
使
い
方
を

丸
ご
と
展
示
す
る
博
覧
会
!

古
ビ
ル
の
使
い
方
を

丸
ご
と
展
示
す
る
博
覧
会
!

古
ビ
ル
の
使
い
方
を

丸
ご
と
展
示
す
る
博
覧
会
!

昨年度の優秀作品　
上／「光の柱」撮影者：アトム　下／「ダブルダック！」撮影者：ゆうこりん　

落
語
と
信
仰
の
関
係
を
探
る

 「
京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
!

落
語
と
信
仰
の
関
係
を
探
る

 「
京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
!

落
語
と
信
仰
の
関
係
を
探
る

 「
京
阪
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
!

中
之
島
が
舞
台
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

作
品
を
募
集
中
!

中
之
島
が
舞
台
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

作
品
を
募
集
中
!

中
之
島
が
舞
台
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

作
品
を
募
集
中
!

　

中
之
島
の
ど
真
ん
中
を
走
る
御

堂
筋
沿
い
に
社
屋
や
ビ
ル
を
持
つ

企
業
が
つ
く
る
「
御
堂
筋
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
毎
年

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
タ
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
す
る
。
先

月
末
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

今
月
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
に
落
語
な
ど
、
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

御
堂
筋
を
拠
点
と
す
る
企
業
が
開

催
す
る
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
多

い
の
が
特
徴
。
ふ
だ
ん
は
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ビ
ル
の
、

ま
た
違
っ
た
表
情
が
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
銀
杏
も
黄
色
に
染

ま
り
始
ま
る
秋
の
御
堂
筋
で
、
ゆ

っ
く
り
過
ご
し
て
み
て
は
。　
（
大

迫 

力
・
本
誌
）

御
堂
筋
の
ビ
ル
を
舞
台
に

コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
も

御
堂
筋
の
ビ
ル
を
舞
台
に

コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
も

御
堂
筋
の
ビ
ル
を
舞
台
に

コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
も

百
周
年
を
迎
え
る
大
阪
倶
楽
部
が

切
手
＆
ハ
ガ
キ
に

百
周
年
を
迎
え
る
大
阪
倶
楽
部
が

切
手
＆
ハ
ガ
キ
に

百
周
年
を
迎
え
る
大
阪
倶
楽
部
が

切
手
＆
ハ
ガ
キ
に

笑福亭 たま 林家 染雀 笑福亭 福笑
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次号予告中之島キネマ通り
11月3日に公開された映画『黄金を抱いて翔べ』は、中之島が重要な舞台に。
それを記念して、中之島と映画のつながりをひもといてみる。

●『月刊島民』vol.53は2012年12月１日発行です！

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公
会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハーモニー会館／大阪ボランティア
協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情
報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／ティ
ーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／宮
崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館

［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホ
ステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

土
佐
堀
通

土 佐 堀 通

大江橋駅
渡辺橋駅

京阪電車
中之島線北

浜
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地
下
鉄
堺

東
横
堀
川

筋
線

天
満
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駅

近畿労働
金庫本店

　　大阪大学中之島センター
（P13）

扇 町 通

堂
島
川

土
佐
堀
川

大阪
市役所

堂島
クロスウォーク

大阪府庁

ホテル京阪
天満橋

阪神百貨店

阪急百貨店

阪急梅田駅うめきた
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駅

大阪天満宮駅
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地
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南
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駅

天
神
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新
御
堂
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堂島
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ABC
朝日放送

リーガロイヤル
ホテル

大阪四季劇場

なにわ橋駅

OMMビル

京阪本線

大阪城公園

日本銀行
大阪支店

中
之
島
駅

北御堂

大阪市
中央公会堂 

アイ・スポット
（淀屋橋odona） 淀

屋
橋
駅

大阪市
中央卸売市場

御霊
神社

大阪府立
中之島
図書館

靭公園

アートエリアB1
国立国際
美術館

大阪市立
科学館

大阪天満宮

11/25
ナカノシマ大学
開催!

11/25
ナカノシマ大学
開催!

大阪倶楽部
（P17）

12/12
ナカノシマ大学
開催!

12/12
ナカノシマ大学
開催!

中之島
フェスティバルタワー
（P2～/P14・18）

 

「
初
め
て
観
た
の
は
オ

ペ
ラ
の『
サ
ロ
メ
』。強
烈

で
し
た
。
ク
リ
ス
テ
ル
・

ゴ
ル
ツ
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
ソ
プ
ラ
ノ
。
井
戸
の
底
か

ら
朗
々
と
響
く
ヨ
ー
ゼ
フ
・

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
バ
リ
ト
ン
。

当
時
は
字
幕
も
な
く
、
細
か

い
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
声
の
す
ご
さ
と
生
の
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
1
階
の

真
ん
中
、
Ｈ
列
の
席
で
」

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
思
い
出

を
尋
ね
る
と
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
の
事
務
局
長
、鈴
木
貞
治
さ
ん（
66
）

は
滔
々
と
語
り
始
め
た
。「
東
洋
初
演
」
と

書
か
れ
た
半
世
紀
前
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
繰
り
つ
つ
。昭
和
37
年（
１

９
６
２
）
の
「
第
５
回
大
阪
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
鈴
木
さ
ん

は
高
校
１
年
生
だ
っ
た
。

　
「
海
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
歌

手
な
ん
て
、
年
に
１
組
来
る
か
ど

う
か
の
時
代
。
中
学
か
ら
レ
コ
ー

ド
や
ラ
ジ
オ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴

き
始
め
た
私
に
は
、
フ
ェ
ス
は
い

つ
か
行
き
た
い
憧
れ
の
場
所
で
し

た
。
こ
の
時
は
Ａ
席
だ
っ
た
の
で

２
０
０
０
円
も
し
た
ん
で
す
よ
。

お
年
玉
の
貯
金
は
た
い
て
ね
」

　

し
か
し
学
生
の
身
、
そ
う
毎
回

大
金
は
払
え
な
い
。
翌
年
か
ら
は

席
の
ラ
ン
ク
を
落
と
し
た
。
当
時
、
前
か
ら

順
に
Ａ
Ａ
列
、
Ｂ
Ｂ
列
、
Ｃ
Ｃ
列
…
と
並
ん

で
い
た
２
階
席
。
鈴
木
さ
ん
の
定
位
置
は
い

つ
し
か
、
Ｐ
Ｐ
列
に
落
ち
着
い
た
。
最
後
列

で
あ
る
。
が
、
音
に
不
満
は
な
か
っ
た
。

　
「
残
響
が
十
分
に
あ
っ
て
、
し
か
も
ク
リ

ア
な
の
が
フ
ェ
ス
の
良
さ
。
実
は
一
度
、
ア

ン
コ
ー
ル
の
時
に
前
方
の
ボ
ッ
ク
ス
席
近
く

ま
で
走
り
出
て
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

よ
。
で
も
、
音
質
は
後
ろ
で
聴
く
印
象
と
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ル
全
体
に
均
一
に
響

い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
」

　
「
天
か
ら
音
が
降
り
注
ぐ
」
と
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
が
称
賛
さ
れ
た
由
縁
で
あ
る
。

時
に
力
強
く
、
時
に
優
し
く
降
る
音
を
全
身

に
浴
び
て
、
鈴
木
さ
ん
は
青
春
を
過
ご
し
た
。

　

名
匠
ア
ン
ド
レ
・
ク
リ
ュ
イ
タ
ン
ス
が
パ

リ
音
楽
院
管
弦
楽
団
を
率
い
た
64
年
。
世
界

最
高
峰
の
音
楽
祭
「
バ
イ
ロ
イ
ト
・
ワ
ー
グ

ナ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
海
外
初
公
演

と
な
っ
た
67
年
。
大
阪
万
博
の
第
二
会
場
と

な
っ
た
70
年
は
、
豪
華
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に

目
移
り
し
て
困
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
「
毎
年
定
位
置
で
聴
い
て
る
し
、
前
売
り

券
を
求
め
て
、
時
に
は
徹
夜
で
並
ん
だ
り
す

る
も
ん
だ
か
ら
顔
見
知
り
が
で
き
ま
し
て
ね
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
帰
り
に
『
来
年
は
何
が
聴
け

る
か
な
』
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
話
し
合

っ
て
ま
し
た
よ
」

　

中
で
も
忘
れ
難
い
の
は
、
伝
説
の
巨
匠
カ

ラ
ヤ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
が
登
場
し
た

66
年
。
鈴
木
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
日
本
音
楽

史
上
に
残
る
伝
説
の
公
演
だ
っ
た
。

　
「
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
で
し
た
。
た
だ
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
盛
り
上
が
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
て
。
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
（
嬉
遊

曲
）
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
美
し
く
て
ね
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
専
門
誌
に
『
死
に
際
に
聴
き
た
い

曲
は
？
』
と
聞
か
れ
た
時
に
、
こ
れ
を
挙
げ

た
ぐ
ら
い
で
す
（
笑
）」

　

80
年
代
に
入
り
、
鈴
木
さ
ん
は
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
北
区
大
淀
南
）
の
設
立・

運
営
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
天
か
ら
の
音

を
浴
び
る
よ
う
に
聴
い
た
あ
の
日
々
が
、
人

生
を
決
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

 「
天
か
ら
降
る
音
」を

浴
び
た
青
春
。

第
1
回
　

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
事
務
局
長
　

鈴
木
貞
治
さ
ん

www.festivalhall.jp/
提供／株式会社 朝日ビルディング

2013年4月 オープン!

第５回大阪国際フェスティバルで上演されたオペラ「サロメ」。これが日
本初演だった。鈴木さんは、この時のチケットを始め、思い出に残るコン
サートのチケットの半券を今も大事にしている。

祝祭に包まれて
─わたしのフェスティバルホール

取材・文／松本 創（本誌）

11/15には
中之島フェスティバルタワー
別冊を限定配付!


